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Ｐ（50−150 µm），Ｓ（200−500 µm），Ｍ（500−1000 µm），Ｌ（1000−2000 µm）のβ—ＴＣＰ顆粒を用い
た．実験動物に全身麻酔を施し，両側下顎臼歯を抜去した．抜歯８週後に全身麻酔下で，実験部位の













ロポア口径は，約 40µm であった．新生血管量は，Ｐ，Ｓ顆粒で約 20％，Ｍ顆粒で約 17％，Ｌ顆粒で



































 なお，外国語 1か国語（英語）について試問を行った結果，合格と認定した． 
